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  第１ 総合戦略策定の趣旨・位置付け 

１ 「まち・ひと・しごと創生」とは 

国では、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正

し、将来にわたって活力ある社会を維持するため、平成 26年（2014年）に「まち・

ひと・しごと創生法」を制定し、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（以下「人口

ビジョン」という。）」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

これを受け、地方公共団体においても、国の人口ビジョン及び総合戦略を勘案して、

「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」を策定し、国と地方が一体となって総

合的な取組を進めてきたところです。 

近年では、国において、令和７年（2025年）６月に、「地方創生 2.0基本構想」が

閣議決定され、今後 10年間を見据えた地方創生の方向性が定められました。さらに、

この構想を踏まえた「地方創生に関する総合戦略～これまでの地方創生の取組のフォ

ローアップと推進戦略～」が同年 12月に閣議決定されました。 

地方公共団体は、この「地方創生 2.0基本構想」において、地方創生を現場で中心

的に担う主体として関係者を巻き込んで取組を推進し、地方創生 2.0の施策を力強く

進めていくことが求められています。 
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２ 「第３期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について 

第３期秦野市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「第３期市総合戦略」という。）

は、「まち・ひと・しごと創生法」第１０条に基づき、国及び神奈川県の総合戦略を勘

案し、「秦野市人口ビジョン（令和８年３月改定）」で示した将来展望や目指すべき方

向性の実現に向け、重点的に取り組むプロジェクトをまとめたものです。 

本市では、本格的な人口減少、少子・超高齢社会が到来し、まちづくりの転換期を

迎えている中、秦野市総合計画はだの２０３０プラン（以下、「総合計画」という。）

基本構想において、新たな都市像「水とみどりに育まれ誰もが輝く暮らしよい都市（ま

ち）」を定め、その実現に向けたまちづくりに取り組んでいます。 

特に、総合計画のリーディングプロジェクト「“住んでみよう・住み続けよう”秦野

みらいづくりプロジェクト」（以下、「リーディングプロジェクト」という。」）は、都

市像の実現に向け、計画全体をリード（先頭に立って導く）し、誘導的、重点的に取

り組んでいくプロジェクトです。 

そのため、リーディングプロジェクトを第３期市総合戦略におけるプロジェクトと

して位置付け、一体的に取り組むことにより、地域資源を生かした活力あるまちづく

りを目指します。 
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  第２ 計画期間 

総合計画後期基本計画の実行期間は、令和８年度から令和 12年度までの５年間として

います。 

リーディングプロジェクトを第３期市総合戦略のプロジェクトとしていることから、

総合計画の計画期間との整合を図るため、第３期市総合戦略の計画期間も、令和８年度

から令和 12年度までの５年間とします。 
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  第３ 市総合戦略の構成 

１ プロジェクト（基本目標） 

国総合戦略が定める政策分野を勘案して、第３期市総合戦略における政策分野を定

め、５年後の基本目標を定めるとともに、その取組により「どのような成果を目指す

のか」を示す最終的な成果指標として、重要目標達成指標（ＫＧＩ※1）を設定してい

ます。 

ＫＧＩには、市民の主観的評価や意識変化を示す指標（定性的ＫＧＩ（ウェルビー

イング指標））と、客観的な数値で表すことができる指標（定量的ＫＧＩ）をそれぞれ

設定します。 

なお、定性的ＫＧＩ（ウェルビーイング指標）には具体的な数値目標を設定せず、

本市の施策が市民の幸福度の向上に寄与しているかを経年的に捉えていきます。 

２ 講ずべき施策に関する基本的方向 

基本目標を達成するために講ずべき施策の基本的方向を示しています。 

３ 具体的な施策と客観的な指標 

講ずべき施策に関する基本的方向に沿って具体的な施策を記載するとともに、重要

業績評価指標（ＫＰＩ※2）を設定しています。 

ＫＰＩは、ＫＧＩを実現するために必要な「取組の実施状況」や「行動の変化」を

測る指標です。「ＫＧＩの達成に資するＫＰＩ」というロジックで設定し、ＫＧＩを「成

果のゴール」とすれば、ＫＰＩは「成果へ至る過程（プロセス）」を示すものです。 

 

◼ ＫＧＩ・ＫＰＩの位置付け 

 
 

※1 ＫＧＩ … Key Goal Indicatorの略称。目標を達成するための指標。 

※2 ＫＰＩ … Key Performance Indicatorの略称。施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標。 
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  第４ 目標設定と効果検証の仕組み 

「まち・ひと・しごと創生」においては、若者や女性への支援、そしてまちづくりま

で多岐にわたる分野について、横断的に取り組んでいくことが求められています。 

そのため、事業の推進に当たっては、行政のみならず、市民や事業者、関係者等がそれ

ぞれの役割と連携のもとで協働により取り組んでいくことが必要です。 

計画の進捗状況については、基本目標及び施策ごとにそれぞれ目標を設けるとともに、

評価・検証し、必要に応じて取組内容を見直すＰＤＣＡサイクルを重視して、その実効

性を高めます。 

 

 目標の設定内容 効果検証時期 効果検証の方法 

基本 

目標 
重要目標達成指標（ＫＧＩ） 

計画期間 

終了後 
有識者等による外部評価

を経て、必要に応じて戦

略の見直しを行う。 施策 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

※ 検証による見直しもあり得る 
毎年 
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  第５ 基本目標及び講ずべき施策に関する基本的方向 

第３期市総合戦略では、人口減少と地域経済縮小を克服するための有効な施策として、

次のとおり基本目標（プロジェクト）を設定しました。 

１ 基本目標（プロジェクト）の体系 
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２ 基本目標（プロジェクト）単位の具体的な取組・指標設定 

 

（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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（注）≪主な取組≫の墨付き括弧（【】）内の数字は、総合計画後期基本計画の基本施策（節）番号を示す。 
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３ 基本目標（プロジェクト）単位の指標一覧 
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